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松ケ丘中学校区のふるさとまつりが、4年ぶりに開催され

ました。時代の流れに沿って、櫓をステージ式にして、露天

商をキッチンカーにしました。全世帯及び関係者4000枚配

布した三角くじですが、1300人がくじ引きをしました。今

年はアイスの『ガリガリ君』も2000本無料配布しました。

来場者数は4000人超え、大盛況でした。前向きな反省会を

して改善点を出し、来年はさらに良い催しになる事でしょう。

まつりに関わった素晴らしい関係者の皆さん、お疲れさまで

した。 （地区部会長 伊藤 正美）

ふるさとまつり
見守り委員会委員長 五十嵐 秀雄

新潟の山間の農家生まれの私。遠い幼少時代の記憶に

村の部落の鎮守祭りがある。小高い山の上にある鎮守様

の、米作りが一段落するお盆の祭事であった。ツルツルと

滑りやすい赤土の階段を、父母の先に立って息を切らせて

駆け上がった。

当時の部落は20世帯、人口100人程度だっただろう・・・。

部落の男衆が幟をあげ櫓を組んで執り行う、重要な神事。その日は朝か

らソワソワとし、夕暮れ時になると母に一張羅の着物を着せてもらい、

親子連れだって出かけたものだ。

そんな私が千葉で家庭を持ち、地域のまつりのお手伝い（くじ係）を

させていただいた。当たりくじを引いた親子の、こころ温まる笑顔に

疲れも吹き飛びました。

最後に、当日駆けつけてくださった淑徳大学の

学生ボランティアさん、中央区社会福祉協議会

の皆さんに、感謝申し上げたいと思います。
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必要に応じて地域の
活動やサロンへの案
内もします。

8月26日 松ケ丘小学校校庭にて開催
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